
第２部 平成２３年９月豪雨

第１章
気象
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１ 概況及び大雨の状況

奄美地方では，高気圧周辺からの湿った空気の流入により大気の状態が非常に不安定

となり，北部を中心に平成23年9月25日夜のはじめころから激しい雨が降り，27日朝ま

でに300ミリを超える大雨となった。

特に，奄美市名瀬では25日22時30分までの１時間に88.0ミリと９月の日最大１時間降

水量が観測史上（1897年～）２位となる猛烈な雨を観測したほか，25日夜遅くには奄美

市付近，奄美市笠利付近，龍郷町付近で解析雨量が120ミリ以上となる記録的な大雨と

なった。

○ 地上天気図，気象衛星画像（赤外画像）

名瀬測候所・鹿児島地方気象台（災害時気象資料）より
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○ 解析雨量図

① 9月25日21時から26日６時までの１時間ごとの解析雨量

名瀬測候所・鹿児島地方気象台（災害時気象資料）より

-191-



○ 降水量時系列グラフ（9月25日～26日）

名瀬測候所・鹿児島地方気象台（災害時気象資料）より

○ アメダス降水量時系列表（9月25日）

名瀬測候所・鹿児島地方気象台（災害時気象資料）より

○ アメダス降水量時系列表（9月26日）

名瀬測候所・鹿児島地方気象台（災害時気象資料）より
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○ 大雨警報・注意報の発表状況

名瀬測候所・鹿児島地方気象台（災害時気象資料）より

○ 洪水警報・注意報の発表状況

名瀬測候所・鹿児島地方気象台（災害時気象資料）より
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○ 土砂災害警戒情報の発表状況

名瀬測候所・鹿児島地方気象台（災害時気象資料）より

○ 記録的短時間大雨情報の発表状況

名瀬測候所・鹿児島地方気象台（災害時気象資料）より
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